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抗菌性能評価技術管理規定 

 

１．目的 

  抗菌剤と抗菌加工製品の品質を評価する当会会員機関の性能評価技術に関して自主的

相互研鑚を図り、自己の評価技術の向上を目的とする。また抗菌効力試験方法に関する

情報を消費者へ提供して、より確かな性能情報の理解度向上を図る。 

 

２．技術管理の業務内容 

  上記目的達成のため以下の業務を実施する。 

  １）抗菌効力試験における操作方法の妥当性を検証する。 

  ２）抗菌効力試験における測定技能の習熟度を確認する。 

  ３）抗菌効力試験における問題点を把握し、より適正な評価判定方法を開発する。 

  ４）抗菌効力試験における事項につき関係委員会、部会との情報交換を行う。 

  ５）会員の抗菌性能評価技術の向上のための指導を行う。 

  ６）消費者対して抗菌効力試験方法に関する情報を提供して、啓蒙活動を行 

    う。 

 

３．共同抗菌効力試験の実施 

  前項の業務を遂行するため、共同抗菌効力試験（以下クロスチェック試験という）を

実施することができる。 

  １）試験実施担当部署及び管理責任者 

   クロスチェック試験の企画・連絡・運営・実施・解析は、評価技術委員会が主 

管し、評価技術委員会委員長を試験実施管理責任者とする。 

  ２）試験実施者 

   当会の正会員、賛助会員、特別会員、準会員のうち、独立した抗菌評価設備及び専

任の人員を有する団体及び個人とする。 

但し、試験実施管理責任者が理事会の承認を得た場合には非会員の参加を認めるこ

とが出来る。 

  ３）費用負担 

   原則として、試験実施者の自己負担とする。但し、クロスチェック試験用試料につ

いては本会理事会の承認により本会が負担できる。 

  ４）試験結果及び解析結果の公表 

   本試験の試験結果及び解析結果の好評に当たっては、試験実施者の名称が特定され

ないよう注意しなければならない。 

   本試験の試験結果及び解析結果の試験実施者以外への公表は、理事会又は常任理事

会の承認を得た場合に限り行うことができる。 
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